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会社概要

 会社名: 株式会社ウェッジホールディングス
（英語表記: Wedge Holdings CO., LTD.）

 設立： 2001年10月
 資本金:  1,939,143,700円
 上場市場： JASDAQ グロース
 代表者： 代表取締役会長 此下竜矢

代表取締役社長 田代宗雄
 本部事業所: 東京都中央区日本橋本町1－9－4

Daiwa日本橋本町ビル
 従業員数 333人(うち海外275名）

※グループ全体・2012年9月末時点

 主要なグループ会社
• 海外子会社 Group Lease PCL.（タイ 証券取引所一部上場）

Engine Holdings Asia PTE（シンガポール）
Group Lease Holdings PTE（シンガポール）
GL Finance PLC.（カンボジア）

• 持分法適用関連会社
P.P. Coral Resort Co.,Ltd(タイ)
Engine Property Management Asia Co.,Ltd.(タイ)
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グループの構成

株式会社
ウェッジホールディングス

コンテンツ事業・物販事業

Group Lease PCL.
ファイナンス事業

Engine Holdings Asia PTE
海外持株会社

〔タイ〕

〔シンガポール〕

〔日本〕〔カンボジア〕

GL Finance PLC.
ファイナンス事業
（2012年10月より連結）
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主要な市場と事業構成

 カードゲーム
書籍編集
コミック配信

 音楽レーベル

 海外キャラクター
商品の卸売・小売
（自社ＥＣサイト・店舗）

物販事業

コンテンツ事業

日本

 オートバイファイナンス
（タイ・カンボジア）

ファイナンス事業

東南アジア
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沿革

設立と
上場期

経営
改革期

業績
低迷期

 2001年10月 株式会社ブレインナビとして設立
» 編集プロダクション事業を中心に展開

 2004年1月 大阪証券取引所ヘラクレス市場
（現JASDAQ）に株式上場
» 翌年にかけ、物販事業、投資事業へとM&Aを

含め事業領域を拡大

 2005年7月 会社分割により株式会社
ウェッジホールディングスとして持ち株会社に移行

» その後一部の子会社の吸収により事業持ち株会社化

» 2007年9月期まで3期連続の赤字が続く業績低迷期に

 2007年12月 経営体制を変更、改革に着手

 2008年１１月 2008年9月期、黒字転換

 2009年1月 シンガポールにEngine Holdings Asiaを設立

 2009年7月 タイ株式市場一部上場ファイナンス会社、Group Lease PCL.を連結子会社化
ファイナンス事業に拡大

2001～2004 2005～2007 2008～2011 2012～

新たな
成長へ
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改革による事業構造変化と成長

カードゲーム
255百万

編集
320百万

物販
411百万

2008年9月期 2012年9月期

国内の事業を
コンテンツ制作中心に
選択して資源を集中

東
南
ア
ジ
ア
市
場

コンテンツ投資を
中心にした
不採算の事業から撤退

音楽 120百万

高成長の東南アジアの
収益事業へ拡大

日
本
市
場

カードゲーム
232百万

出版・編集
341百万

物販
709百万

アニメーション
266百万

タレント・芸能
135百万

映画
419百万

音楽 4百万

日
本
市
場

ファイナンス事業
2,210百万

2,139百万円 3,319百万円
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連結業績の推移
（単位：百万円）

売上高推移
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連結業績指標の推移

営業利益率
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2012年9月期
決算内容と事業トピックス

2012年9月期
決算内容と事業トピックス
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連結経営成績(P/L)

（単位：千円）

海外事業の一時的減収要因を国内事業がカバー、
純利益では前年並みの水準を確保

2011年度
通期実績

2012年度
通期実績

対前年比

売上高 3,727,414 3,319,524 89.1%

営業利益 1,037,412 842,610 81.2%

経常利益 923,508 894,137 96.8%

当期純利益 175,300 172,274 98.3%
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個別経営成績(P/L)

（単位：千円）

出版など不採算事業から撤退した影響が残り減収

コンテンツ事業が成長し収益性も向上、親会社との協業による
効率化と固定費削減も効果を上げ、経常利益及び純利益で
黒字転換に

2011年度
通期実績

2012年度
通期実績

対前年比

売上高 1,281,106 1,107,120 86.4%

営業利益 53,028 45,976 86.7%

経常利益 ▲ 9,925 38,974 黒字転換

当期純利益 ▲ 31,490 16,545 黒字転換
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セグメント別業績
（単位：千円）

ファイナンス事業は一過性の特殊要因が多く減収減益

コンテンツ事業は不採算事業の撤退あるも
継続事業の増収と収益性向上で過去最高益を記録

物販事業は方針転換で、在庫と開発費用を損失計上

報告セグメント 2011年9月期 2012年9月期 前年同期比

売上高 2,455,640 2,210,390 90.01%
セグメント利益 1,042,078 862,087 82.73%

売上高 715,699 695,495 97.18%
セグメント利益 163,385 249,027 152.42%

売上高 467,997 411,808 87.99%
セグメント利益 ▲ 9,726 ▲ 28,396

売上高 3,727,414 3,319,524 89.06%
セグメント利益 1,037,412 842,610 81.22%

（合計）

ファイナンス事業

物販事業

コンテンツ事業
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ファイナンス事業の業績状況

事業以外の特殊要因が多く発生し減収影響に

 タイ洪水被害による上半期の契約減少

 円高により円建て収益が縮小（約5%）

（単位：千円）

報告セグメント 2011年9月期 2012年9月期 前年同期比

売上高 2,455,640 2,210,390 90.01%
セグメント利益 1,042,078 862,087 82.73%

ファイナンス事業
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ファイナンス事業の成長①

新経営体制で営業強化
が奏功

与信審査等のスピード
改善で競争力強化に

下半期は前年比238％
の新規契約を獲得しシ
ェア拡大
 取引先ディーラーの増加

 営業体制の増強

 ディーラー内シェアの拡大

GL新規契約数
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新体制による
営業拡大

ローシーズンにも
契約数が最高水準
で継続

下半期で新規契約が飛躍的に拡大
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ファイナンス事業の成長②

（単位：百万バーツ）GL第3四半期決算（2012年7月～9月：タイ基準）

契約増を受け、GLの収益は四半期毎に急速に拡大へ

直近四半期は過去最高の純利益1億バーツ
（約2.6億円）を達成

2011年3Q 2012年3Q 前年同期比

売上高（タイ基準） 220 267 121.7%

当期純利益（タイ基準） 62 106 170.0%
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ファイナンス事業の成長③

2011年4Q 2012年1Q 2012年2Q 2012年3Q

売上高（タイ基準） 196 193 229 267

当期純利益（タイ基準） 46 59 54 106

GL四半期決算推移（2011年4Q～2012年3Q）

ＧＬ売上高・純利益推移（タイ基準）
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（単位：百万バーツ）
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ファイナンス事業の成長④

 1年間で貸出総額（ポートフォリオ）は約25％成長

2,072,892
千バーツ

（約52億円）

2011年9月末

2012年9月末

2,565,582
千バーツ

（約65億円）
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Group Lease PCL.株価推移
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GLの市場評価と株価推移

2012年11月20日終値
87.50バーツ

取得済新株予約権
行使価格35バーツ

高い成長が市場の注目を大きく集める

当社グループ
平均取得価格
23.67バーツ

株価指標
（2012年11月20終値）

ＰＥＲ： 23.80
ＰＢＲ： 4.13
時価総額： 6,035 千ＴＨＢ

※ＳＥＴ公式サイトより記載

http://www.set.or.th
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コンテンツ事業の躍進

注力事業が伸張し過去最高益、利益率も急伸
報告セグメント 2011年9月期 2012年9月期 前年同期比

売上高 715,699 695,495 97.18%
セグメント利益 163,385 249,027 152.42%

コンテンツ事業

コンテンツ事業利益推移
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コンテンツ事業の業績要因

注力した全事業で業績が拡大基調に

 カードゲーム事業の好調
• 2011年は市場規模が約20％拡大。制作タイトルの売上好調

でロイアリティ収入も増加

• 新規タイトルの引き合いが拡大、来期売上貢献

 編集事業の採算改善
• 営業強化が奏功、受注案件の単価は約19％アップ

• デザイン業務の内製化で採算性と納期改善

 音楽事業の成長
• 自社でマネジメントする邦楽アーティストを育成、ファンクラブ収

入、物販など収益が多様化、約20％の増収に
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物販事業：リストラクチャリングを断行

オリジナル商品展開は撤回、方向転換とリストラ断行
• 2期前からの独自開発路線を撤回して原点回帰

• 人員削減を含む大幅なリストラを実施。在庫や開発費用を損失計上

アメリカンコミックの市場は伸張、今後の収益基盤として
期待

– アメコミを扱う店舗売上高は13.2％増、粗利益の18.4％を補う存
在に

（単位：千円）

報告セグメント 2011年9月期 2012年9月期 前年同期比

売上高 467,997 411,808 87.99%
セグメント利益 ▲ 9,726 ▲ 28,396

物販事業
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固定費の大幅削減

固定費4割削減で単月黒字化へ

 固定費は前期初めから約4割削減

 コスト構造変更は完了、2012年6月以降から単月
黒字水準に
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連結財務状況（Ｂ/Ｓ）
（単位：千円）

連結貸借対照表 2011年9月期 2012年9月期 対前期末比 増減要因

流動資産 6,463,048 7,537,356 116.6%
上期を補い、下半期の契約の爆発的増加で着実な資産拡
大が進む

固定資産 3,005,629 2,919,440 97.1%

資産合計 9,468,677 10,456,797 110.4%

流動負債 2,602,416 2,417,769 92.9%

固定負債 929,327 1,535,781 165.3%
GLの契約増に対応する資金を長期資金で安定的に現地
大手銀行から調達（長期借入金の増加5.5億円）

負債合計 3,531,743 3,953,551 111.9%

株主資本合計 4,561,767 4,734,041 103.8% GLの新株予約権行使が進み株主資本も拡充

純資産合計 5,936,933 6,503,246 109.5% 四半期純利益の計上等により純資産は順調に増加

流動比率 248.3% 311.7%
固定比率 65.9% 61.7%

自己資本比率 48.2% 45.3%
D/Eレシオ 65.2% 74.2%

株主資本拡充と安定調達で財務基盤は一層強固に

効率化進展も主力のファイナンス事業から見ると
異例に堅実な財務体質が維持される
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今後の事業方針と
現在の事業展開について

今後の事業方針と
現在の事業展開について
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事業方針

「編集力」を
主軸にした収益拡大

ARFC Vision による
クロスボーダー戦略

ファイナンス事業 コンテンツ事業

・タイ国内の成長加速に加えて
新たにASEAN各国市場に
展開することで飛躍

・ASEAN各国の草の根経済
インフラとして役割を担う存在めざす

・コンテンツ事業の「編集力」を
コアコンピタンスとして収益性を強化

・カードゲームを中心に市場開拓と
顧客基盤強化、マルチコンテンツ化へ

新中期経営計画「アクセルプラン2012」

 ファイナンス事業・コンテンツ事業を核に新市場開拓へ
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ファイナンス事業の展開： ARFC Vision

タイからASEAN全域へと事業開拓

 ASEAN Regional Finance Companyとしての展開
• タイで地域に密着して展開する事業ノウハウを、日本とシンガポールの資

源で、ASEAN地域にグローバルに展開する「グローカル」ビジネスへ

• リージョナルハブとして、ASEAN事業の持株会社 GL Holdings社を
シンガポールにおいて事業展開
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カンボジア市場進出

 2012年10月１日、GLは子会社、GL Finance PLCを通じカ
ンボジア王国の新市場に進出

 GL Finance（GLF）
• カンボジアで最初のファイナンシャル・リースライセンスを取得
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カンボジア市場の特徴①

高いGDP成長とともに一人当たりGDPの伸張が続く成長市場

カンボジア　一人当たり名目GDP
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出典：IMF World Economic Outlook 
世界経済のネタ帳 www.ecodb.net

※２０１１年及び２０１２年
GDP及びGDP成長率は推定値
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タイのオートバイ市場との比較

 1990年頃のタイ経済に近い段階で、
カンボジアは今後急速にオートバイ普及が見込まれる

カンボジア市場の特徴②

出典： タイ陸運局及び中央銀行
発表資料より当社作成

タイ カンボジア
名目GDP 3770億US＄ １40億US$
人口 約6400万人 約1500万人
一人当たりGDP 約6000US＄ 約900US＄
オートバイ年間販売台数　 約200万台 約20万台
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カンボジアでの営業展開

同国オートバイ新車販売の大半を握るホンダNCX社と提
携、正規ディーラー内に営業拠点を独占的に設置
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首都プノンペンでの営業体制確立

10月末首都エリアの全店舗内に営業拠点を開設完了
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カンボジア国内の高い期待と支援

10月末、ＧＬＦは事業の本格的展開を発表

• 記者会見にはカンボジア商務大臣も参加
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カンボジア国内での報道
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タイ国内での更なる成長へ

タイ国内ファイナンス事業は更なる事業拡大を計画
 オートバイ販売のローシーズンである雨季を終えた11月から、さ

らなる契約増を見込む

 現在総計10万台のポートフォリオを
2015年に20万台まで引き上げる目標を設定

約3000台

2011年月間
契約台数平均

約6000台

2012年３Q
月間契約水準

2012年4Q
月間契約目標

約7000台

2013年
月間契約数目標

約10000
台
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ファイナンス事業の役割と将来

ファイナンス基盤の提供で成長市場の経済発展を加速

 ＡＲＦＣ Ｖｉｓｉｏｎのもとカンボジアに続く市場へも進出を検討

タイ・カンボジアからＡＳＥＡＮの経済インフラへ

与信提供

オートバイの
ある生活の普及

オートバイ
需要

オートバイ
購入可能者の

拡大

草の根経済の発展

＜オートバイファイナンスを通じた経済循環＞
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コンテンツ事業の展望①

コンテンツ事業は新たな成長ステージに

カードゲームを主軸に事業拡大へ
• 従来のゲーム開発に加え、関連商材制

作、プロモーション支援とサービス拡大
へ

• 新規開発案件が増加、来期売上貢献

顧客基盤が従来型の出版社から拡大
• 従来の主要取引先である出版社・ゲー

ム会社から、大手SNS事業者、配信会
社など、新たな顧客基盤へと拡大

Chaosシリーズ
株式会社ブシロード様
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コンテンツ事業の展望②

新生ユニコン事業部設立
• 2012年10月よりコンテンツ事業の２事業部を

統合

 経営資源の最適配置と重点市場開拓
• 優良顧客からの受注増傾向に対応、制作能力
を強化

• デザイン業務など内製化を進展、ワンストッ
プでのサービスを強化

• 高付加価値のカードゲーム、デジタルカード
電子書籍等の新規開拓体制も強化
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コンテンツ事業の展望③

市場変化とらえた音楽は飛躍へ
• 安定顧客層が広がるガールズメタル等に集中して成長、独自性高く、

小規模ながら着実に「売れる」インディーズレーベルに

音楽事業（スピニング事業部）売上高推移

0

20,000,000

40,000,000

60,000,000

80,000,000

100,000,000

120,000,000

140,000,000

2008 2009 2010 2011 2012



41

2013年度連結通期業績予想について

タイのファイナンス事業の契約増が牽引、
大幅な増収増益を見込む

コンテンツ事業は新規取引拡大で売上高・利益とも
増収増益見込む

物販事業はリストラ成果で通期黒字化を見込む

（単位：百万円）

2013年度
通期業績予想

2012年度
通期実績

対前年比

売上高 4,000 3,319 120.5%

営業利益 1,250 842 148.5%

経常利益 1,250 894 139.8%

当期純利益 400 172 232.6%
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弊社ＩＲに関するお問い合わせ先
株式会社ウェッジホールディングス 経営管理本部
TEL: 03-6225-2161 / FAX: 03-3548-0566

wedge-ir@wedge-hd.com

http://www.wedge-hd.com

※本資料には将来に関する記述が含まれていますが、これらの記述は将来の業績を
保証するものではありません。また、本資料の内容に関しては未監査であり、その

内容の正確性および確実性を保証するものではありません。

Thank you!


